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酒
の
小
話
ば

か
り
し
て
い
る

昨
今
の
よ
も
や

ま
で
す
が
、
ク

レ
ー
ム
が
入
る

ま
で
続
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。

今
回
は
焼
酎

に
つ
い
て
。
焼

酎
に
は
、
特
に
芋
焼
酎
が
好

き
な
方
は
ご
存
じ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
前
割
り
と
い
う

飲
み
方
が
あ
り
ま
す
。
端
的

に
言
う
と
、
焼
酎
の
水
割
り

を
一
晩
以
上
寝
か
せ
た
も
の

が
前
割
り
で
す
。
九
州
で
は

一
般
的
な
飲
み
方
だ
そ
う
で

す
が
、
東
京
の
居
酒
屋
で
前

割
り
を
置
く
店
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
前
割
り
、
侮

る
事
な
か
れ
、
芋
焼
酎
の
き

つ
い
香
り
が
苦
手
な
方
に
は

カ
ド
が
取
れ
て
飲
み
や
す

く
、
焼
酎
好
き
な
方
に
は
焼

酎
本
来
の
味
が
よ
り
深
く
味

わ
え
る
代
物
で
す
。「
水
に

焼
酎
が
馴
染
む
」
と
い
う
表

現
が
ぴ
っ
た
り
で
、
理
系
で

な
く
て
も
そ
の
化
学
反
応
に

感
動
し
ま
す
。
作
る
際
は
水

道
水
で
は
な
く
市
販
の
水
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

唯
一
、
飲
み
干
す
と
お
か

わ
り
で
き
な
い
と
い
う
欠
点

が
…
。

秋
の
拡
大
月
間

秋
の
拡
大
月
間

目
標
達
成
を
目
指
し
て

目
標
達
成
を
目
指
し
て　　　　 2021 年 9月 30日時点

分　会 目　標 成　果 残　数
１分会１分会 5 2 3
２分会 3 0 3
３分会 3 2 1
４分会 4 3 1
５分会 4 1 3
６分会 4 1 3
７分会 3 1 2
８分会 6 4 2
直　属 27 8 19
合　計 59 22 37

【
組
織
部
長
・
本
間
益
仁
】

秋
の
拡
大
月
間
も
終
盤
戦

が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
く
続

い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
の
中
、
仲

間
の
皆
さ
ん
は
仕
事
に
組
合

活
動
に
と
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
す
。

支
部
で
は
９
月
上
旬
に
地

域
所
属
の
仲
間
に
現
場
宣
伝

用
グ
ッ
ズ
を
郵
送
し
、『
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
宣
伝
行

動
』
と
し
て
取
り
組
み
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。
支

部
・
分
会
役
員
か
ら
グ
ッ
ズ

活
用
の
案
内
や
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
仕
事
の
状
況
、
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
や
メ
タ
ル
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
、
聞
き
取
り
の
電
話

か
け
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
仕
事
の
減
少
、

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま
っ

た
な
ど
の
声
が
あ
れ
ば
、
何

か
制
度
の
活
用
が
で
き
る

か
、
支
部
に
問
合
せ
す
る
よ

う
に
声
掛
け
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
組
合
員
事
業
所

に
対
し
て
は
、
役
員
、
書
記

局
が
中
心
に
訪
問
し
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

や
予
定
し
て
い
る
資
格
講
習

や
集
団
健
康
診
断
の
案
内
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
再
度
の
感
染

拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
、
仲
間

の
声
を
聞
き
逃
さ
な
い
行
動

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま

す
。大

変
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
仲
間
の
一
人
一
人
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
拡
大
目

標
達
成
を
最
後
ま
で
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

秋の拡大月間目標・成果票

事業所訪問でグッズを渡す唐鎌委員長
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知
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
め
！

知
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
め
！
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度  

学
習
会

学
習
会

憲法25条を生かして憲法25条を生かして
暮らしと命を守ろう暮らしと命を守ろう

【
税
金
経
営
対
策
部

部
長 
山
田
誠
】

９
月
22
日
西
東
京
支
部
事

務
所
に
て
税
金
経
営
対
策

部
、
事
業
所
対
策
委
員
会
主

催
で
税
理
士
法
人
町
田
税
経

セ
ン
タ
ー
の
吉
田
久
夫
税
理

士
を
講
師
に
む
か
え
て
、「
消

費
税
増
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
導
入
」
と
題
し
た
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。
全
体
16
人

の
参
加
で
し
た
。

消
費
税
導
入
の
歴
史
と

消
費
税
の
仕
組
み
の
簡
単
な

説
明
が
あ
り
適
格
請
求
書
等

（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
保
存
方
式

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
登

録
申
請
の
期
間
の
詳
細
な
ど

わ
か
り
や
す
く
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

特
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
後
、
免
税
事
業
者
か

ら
の
仕
入
れ
は
消
費
税
の
税

額
控
除
が
で
き
な
く
な
る
た

め
免
税
事
業
者
は
取
引
先
か

ら
排
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
逆
に
自
己
が
消
費
税
課

税
業
者
で
取
引
先
に
免
税
事

業
者
が
い
る
場
合
は
、

①
取
引
先
か
ら
排
除

②
登
録
事
業
者
に
な
っ
て
も

ら
う

③
消
費
税
相
当
分
の
値
引
き

強
要
す
る

④
そ
の
ま
ま
取
引
を
進
め
消

費
税
負
担
は
我
慢
す
る

な
ど
対
策
が
迫
ら
れ
ま

す
。
」

と
の
話
が
あ
り
し
た
。
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
は
建
設
業

者
に
と
っ
て
大
変
な
問
題
で

す
。
導
入
阻
止
に
向
け
運
動

を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
前

に
申
込
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
今
月
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

※１
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
。

２
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部

面
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆

衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に

努
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
の
度

を
増
す
非
正
規
労
働
者
等
の

生
活
を
守
る
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
、
憲
法
25
条
（
※
）

を
生
か
し
暮
ら
し
と
命
を
守

る
取
り
組
み
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

雨
宮
処
凛
さ
ん
が
11
月
3

日
に
西
東
京
市
谷
戸
公
民
館

で
講
演
を
行
い
ま
す
の
で
是

９
月
14
日
本
部
で
「
東
京

土
建
憲
法
集
会
」
が
開
催
さ

れ
２
５
１
人
（
西
東
京
支
部

か
ら
は
１
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
九

条
の
会
事
務
局
長
の
小
森
陽

一
氏
と
作
家
・
活
動
家
の
雨

宮
処
凛
氏
を
招
い
て
の
対
談

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

作家・活動家の雨宮処凛氏

吉田税理士を講師にインボイス学習会


